
（２） 未利用オリーブ葉を活用した機能性素材の開発

１．背景

○オリーブ果実： 食用、オリーブオイル

○オリーブオイル： 健康志向、食の多様化で、需要が増加

２．事業内容と効果

○オリーブオイル： 健康志向、食の多様化で、需要が増加

○廃棄されている葉の有効活用

（抗酸化作用を有するポリフェノール含有量は、オリーブオイルの100倍以上）

高度な機器分析
オリーブポリフェノール構造解析

高度な機器分析
（質量分析＋ESR）

成分の特定と定量法確立

含
有

量

オリーブポリフェノール構造解析

実→食用、搾油（オリーブオイル）

� オリーブ葉を有効利用するために達成

抗酸化性が高い

時間

含
有

量

○収穫・粉砕加工の機械化
○エキス調製法の確立

○含有量・機能性の評価
○安全性の試験フィードバック

オリーブ葉エキス
（ポリフェノール高含有）

葉（未利用）→廃棄

きらめき岡山創成ファンド支援事業（平成26年8月～平成28年7月）

３．成果の展開

化粧品
スキンケア商品

３．成果の展開

○日本オリーブ（株）

オリーブ葉エキス配合化粧水【オリーブ銀葉水】の商品化

販売開始（平成29年3月1日）

→ 肌のキメを整え、美白効果も期待される

アンチエイジング市場の開拓

○牛窓町（周辺）におけるオリーブの作付け面積・加工量の拡大

→  地域ブランドの展開

○産・学（岡山大学）・官の連携

→  オリーブポリフェノールのさらなる高機能化


